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今回のテ ーマ

エネルギ ー の
じょう

上手な使い方
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

�
 

あま ねつ ゆう こう り よう でん き ほう ほう ．

余った熱も有効利用。 ムダなく電気をつくる方法つて？

を か 1ま だ せ さ ゆ

地下から掘り出される石油や

芙然ガスなどは、哭盲の動弱

ゃ溜局のなきがらが、地未で
，，が じかん

長い時間をかけて帳伍ゃガスに
か せきねんりょう

姿化したもので、 「化石燃料」

と呼ばれています。 エネルギー

の矢蔀苔を疸ぅィも若燃料をい
おな つか つづ

まと同じように使い続けると、
せき ゆ てんねん やく ねん

石油や天然ガスはあと約50年、
せきfふ やく ねん つか

石炭は約130年しか使うことが
よ そく

できないと予測されています。

か せき ねんりょう し よう へ

◇化石燃料使用減らそう

化若燃岩がなくなるのを蓮

らせ、地霰饂籐化の椴民とい
に さん か たん そ だ

われている二酸化炭素を出さな
か せきねんりよう し よう

いためにも、 化石燃料の使用

直を減らし、天箇晃ゃ鼠男な
し ぜん つか

どの自然エネルギーを使えるよ

うにすることが矢切です。 エネ

ルギー禾足にならないように、
じようず つか かた かんが

上手な使い方を考えることも

認蘊です。
じようず つか

「エネルギ ー の上手な使い

芳」と向＜とまず患ぃ浮かぶの

篇気を匝ゎない蒔はスイ

ッチを切る」「目弱地が笠＜な

は、

砕の詰産
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ら第いて合＜」などでしょう。
わた し けんさいうしゃ

でも、私たち研究者は、それ

とはちょっと蘊ぅ「
じ

E手な匝
かた かんが

い方」を考えています。

目染では、笙に若羨ゃ芙然ガ
も ねつ みず じようき

スを燃やした熱で水を蒸気に

して食保の慌れを作り、これを

蓋怠タ ー ビンの向曲に嵌きつ
がヽてん う fこ

けて回転を生み出すことで廃蘊

しています。巽蘊した篠の蓋点

は沿ゃして釆に員し、また廃饂

こうがく は か せ み らい

「工学の博士です。末来のエネルギー

はどうなっているだろう？
かんが ：tいにち

とを考える毎日です」

叫0ぷ

電力

庄翻

あまったお湯も
ほっといたら
冷めちゃうだけ。

つか ほうほ

ムダなく使う方法
ないかなぁ…

勺誠

さい り よう ひ とき

に再利用します。この冷やす時
939J ねつ す

に多くの熱エネルギーを捨て

ることになります。これはもっ

たいないので、搭てていた蓋氣
，，つよう かんが

の活用が考えられました。．

じよう き ひ さい り よう

◇蒸気、冷やさず再利用

で、 また巽蘊することができま

この「蕪ェネルギーの肖利す。

角」により、 これまでは400/oだ

った若羨ェネルギーから蘊氣ェ
へんかんりつ

ネルギーヘの変換率は600/oくら

たと せきたん はつでん こ じよう

例えば、 石炭を発電後の蒸

氣を 匝 っ て燃岩ガス に す る
せきたん か ねんりょう

「石炭ガス化」です。 燃料ガ
つか まわ

スを使ってタ ー ビンを回すこと

いまで篇められます。

このように、答まで匝ってい

なかったエネルギーをうまく利
よう すく し げん

用して、少ない資源でたくさん
つか ほうlよう

のエネルギ ー が使える方法を

寄ぇています。

そんなこ 一

的
貝

g
細 最さん

さんさよう さ じ9>つ そうこうけんきゅうしよ さんそうけん

産業技術総合研究所（産総研）エネ
けんきゅう ぶ もん せんもん

ルギ ー プロセス研究部門。専門は、
つか かた しいつしんしょうがつ こう

エネルギー の使い方。 出身小学校は
にいがtc t3 ハがくきよういく がく ぷ ふ ぞくながおかしよう

新潟大学教育学部付属長岡小。

につ99ん さいだ いさいう こうてきけんき,.うき かん いばら さ けん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城県つくば市など、

釜薗 12か所の研寅籍篠があって、目染の籠冨ゃ杜蚤に履立っ
ぎじゅつ けんさゆう すす

技術について研究を進めているよ。

キッズむけウェプペ ー ジはこちら�

（さんそうけんサイエンスタウン） 襲
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